
② 三角関数

複素関数の三角関数についても実関数と同様、加法定理などが成立。

指数関数表示
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分母のjを忘れずに！
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【学習範囲】 『理工系のための解く！複素解析』第２章2.4～第３章3.1（pp.52～72）
詳細は本を参照のこと。



③ 双曲線関数

指数関数表示
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分母にjがないことに注意！

双曲線関数の方程式の解法

指数関数表示を用い、 ze を求めた後に①と同様の方法で解を求める。

jyxz += を代入して実関数で表現すると、
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三角関数の方程式の解法

指数関数表示を用い、 jze を求めた後に①と同様の方法で解を求める。



④ 対数関数
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（ただしnは整数）

0=n

複数の解を持つ多価関数

のときの値を主値と呼び、

πnjLogzz 2+=log

Logz と表記する。

⑤ べき関数
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0=n のときの値を主値と呼ぶ。



２．複素関数の微分，コーシー・リーマンの関係式，調和関数

正則関数

複素平面上の点 0z およびその近傍で )(zf が微分可能のとき、

)(zf は点 0z で正則であるといい、 )(zf を正則関数という。

がある点で正則でないとき、その点を特異点という。)(zf
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複素平面上のあらゆる方向から
の極限値が確定する必要あり



よく使う微分公式

（１） )(zf が正則で、 k が複素定数ならば、
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（ｎは整数。実数でも成り立つ。）

（２） )(),( zgzf が正則ならば
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（３） )()( zgzf と の合成関数 ))(( zgf があり、すべてが正則ならば
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（４） )(zfw = ならば、
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（５） )(),( zgzf が 0zz = で正則で、 00 000 ≠== )(',)()( zgzgzf ならば
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→
ド・ロピタルの公式

学習範囲の内容をしっかり身につけるため、本の問題を解いてみよう。


